
【
あ
と
書
き
】
木
枯
ら
し
の
吹
く
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
徐
々
に
師
走
の

声
も
聞
こ
え
て
く
る
時
期
、
至
る
と
こ

ろ
で
慌
た
だ
し
い
状
況
で
す
が
、
心
に

余
裕
を
も
っ
て
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。 

  

こ
れ
ま
で
15
回
発
行
し
て
き
ま
し
た

『
に
ん
ち
し
ょ
う
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
。 

 
 

ニ
ュ
ー
ス
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
『
名

古
屋
の
認
知
症
の
今
が
分
か
る
』
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
年
度
、
装
い
も
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
年
４
回
発
行
し
て 

い
き
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

●  発 行 ● 

名古屋市認知症相談支援センター  
✉ n-renkei@nagoya-shakyo.or.jp 
☎ 052-919-6622 📠 052-913-8553   
※ 本センターは、名古屋市社会福祉協議会が名古屋市から委託を

受けて実施しています。 

な ご や の 認知症 の今が分 か る 

 
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
と
家
族
を
温

か
く
見
守
る
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
。 

 

そ
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
の

講
師
役
と
な
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
、
名
古

屋
市
で
新
た
に
１
０
０
人
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
認
知
症
の
普
及
啓
発
を
目
指
し
て
、
各
区
で

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
「
当
事
者
の
声
を
つ
な
ぐ
」 

   

若
年
性
認
知
症 

あ
ゆ
み
の
会
、
走
る 

なごや認知症NEWS～なごやの認知症の今が分かる～ 第16号 平成28年11月16日発行 

なごや認知症あんしんナビ 検索 👆 
名古屋市内の認知症の情報は、 
右記のウェブサイトをご覧ください。 

※ 名古屋市認知症相談支援センターは、名古屋市から（福）名古屋市社会福祉協議会が委託を受けて実施し

ています。 

月・水・木・金…10～16時 
火…14～20時 
（年末年始・祝日除く） 

受付 
時間 ☎ 919-6633 

認知症に関することは、認知症 
コールセンターにご相談ください。 

す
す
め
！
あ
な
た
の
ま
ち
の
推
進
員
（
第
一
回
） 

 

北
区
、
認
知
症
カ
フ
ェ
検
討
会
開
催 

 
 

１日あたりの 
平均相談件数 

（28年4月～10月） 

5.２件 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
（
略
し
て
推
進
員
）
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！ 

 

推
進
員
は
、
各
い
き
い
き
支
援
セ
ン

タ
ー
に
１
名
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
担
う
専
門
職
で
す
。 

 
 

 
 

 

記
念
す
べ
き
第
一
回
は
、
北
区
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

北
区
で
は
、
「
北
区
認
知
症
カ
フ
ェ

検
討
会
」
を
開
き
、
毎
月
、
認
知
症
カ

フ
ェ
（※

）
の
運
営
者
な
ど
が
一
堂
に

会
し
て
情
報
交
換
す
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

北区 

 

北
区
の
カ
フ
ェ
は
現
在
12
箇
所
。

主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
福
祉

施
設
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
検
討
会

を
通
じ
て
、
運
営
者
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
が
で
き
、
悩
み
を
共
有
し
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
関
係
が
で

き
て
い
ま
す
。 

 

検
討
会
は
、
推
進
員
の
加
藤
さ
ん

と
田
中
さ
ん
を
中
心
に
、
カ
フ
ェ
の

有
志
メ
ン
バ
ー
で
企
画
・
運
営
。 

 
 

※

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
と
は 

 

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
住

民
、
専
門
職
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
集

い
、
交
流
す
る
場
で
す
。
名
古
屋
市
に

登
録
し
た
カ
フ
ェ
を
「
な
ご
や
認
知
症

カ
フ
ェ
」
と
呼
び
ま
す
。 

 

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
（RUN tomorrow

）
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
認
知
症

の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
み
ん
な
で

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
、
日
本
を
縦
断
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

 

今
年
は
７
月
に
北
海
道
北
見
市
を
出

発
し
、
11
月
に
沖
縄
県
那
覇
市
ま
で
タ

ス
キ
が
つ
な
が
り
ま
す
。
９
月
26
日
、

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
名
古
屋
ル
ー

ト
が
開
催
さ
れ
、
名
古
屋
市
若
年
性
認

知
症
本
人
・
家
族
交
流
会
「
あ
ゆ
み
の

会
」
メ
ン
バ
ー
総
勢
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

西
区
の
円
頓
寺
商
店
街
か
ら
名
城
公

園
を
経
由
し
て
北
区
役
所
ま
で
の
約
３

キ
ロ
を
お
揃
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
走
り
ま
し
た
。
暑
い
中

で
し
た
が
、
み
ん
な
で
完
走
！
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

黒
川
の
北
区
役
所
前
に
て
、
ゴ
ー
ル
後
の

記
念
撮
影
。 

 

平
成
28
年
９
月
末
時
点
で
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
は
全
国
で
８
０
０
万
人
を
達
成
し

ま
し
た
。
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
提
示
さ
れ

て
い
る
平
成
29
年
度
末
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
数
の
目
標
に
到
達
し
て
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
名
古
屋
市
で
は
28
年
度
９
月

末
時
点
で
約
９
万
人
の
方
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
聞
・
テ
レ
ビ
で
認
知
症
の
話
題
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
認
知
症

に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人
と
家
族
を
地
域
で
温
か
く
見
守
る
『
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
増
や
す
取
り
組
み
が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

名
古
屋
市
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
講
師
役
と
な
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
養
成
研
修
を
９
月
１
日
に
開
催
し
、
い
き

い
き
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
地
域
の
福
祉
専
門
職
、
名
古
屋
市
交
通
局
の
職
員
の
他
、

今
回
は
若
年
性
認
知
症
当
事
者
1
名
が
研
修
に
参
加
。
医
師
か
ら
認
知
症
の
基
礎
知
識

を
学
び
、
実
際
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
企
画
づ
く
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
丸
１
日
の
研
修
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

受
講
者
は
「
独
立
型
メ
イ
ト
」
と
し
て
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
今
後

は
各
区
に
お
い
て
、
地
域
、
企
業
、
学
校
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
輪
』
が
広
が
り
、
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
状
況 

市
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
開
催 

は
い
、
こ
ち
ら
は
認
知
症 

 
 

  

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
！ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
等
を
紹
介
し
ま
す
。 

27

年
度
、
延
べ
相
談
１
３
９
５
件 

 
 

 

平
成
27
年
度
は
相
談
実
人
数
８
４
５

件
、
相
談
延
件
数
１
３
９
５
件
で
し
た
。 

 
 

特
に
介
護
保
険
の
未
申
請
の
方
か
ら

の
相
談
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

相
談
者
の
介
護
認
定
の
状
況
か
ら
み
た

相
談
内
容
の
傾
向
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
介
護
保
険
未
申
請 

 
 

早
期
・
初
期
の
気
づ
き 

 
 

医
療
機
関
の
受
診 

 
 

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法 

●
要
支
援 

 
 

周
辺
症
状
へ
の
対
応
方
法 

 
 

 

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法 

●
要
介
護 

 
 

周
辺
症
状
へ
の
対
応
方
法 

 
 

事
業
所
・
医
療
機
関
と
の
関
係 

 
 

施
設
入
所 

 

ど
の
相
談
も
「
相
談

者
の
心
身
の
負
担
」
に

関
す
る
話
題
が
多
く

な
っ
て
る
た
め
、
具
体

的
な
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
、
ま
ず
は
傾
聴
し
、

適
切
な
関
係
機
関
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
は
、
９

月
末
時
点
で
５
８
６

人
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
年
に
1
回
養

成
研
修
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。 

「
“
み
ん
な
で
北

区
を
認
知
症
に
や

さ
し
い
ま
ち
に
し

よ
う
”
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
た
」
、

「
認
知
症
カ
フ
ェ

の
認
知
度
ア
ッ
プ

が
課
題
。
今
後
も

北
区
の
カ
フ
ェ
を

盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
！
」
と
、
気

合
い
十
分
の
お
ふ

た
り
で
し
た
。 
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